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ロー１崎医療福祉学会ニュース〕
川崎医療福祉学会 第３５回研究集会
日時：平成２０年１１月１９日（水）１３：ｏｏ～１７：２０
場所：川崎医療福祉大学 １０階 大会議室
司 会 平 野 聖
研究発表
（○印は発表者）
（１）韓国における社会福祉教育体系の現状報告
福岡医療福祉大学 ○竹並 正宏
（２）工ＣＦの活用支援に関する研究
川崎医療福祉大学大学院 医療情報学専攻 博士課程 ○樫部 公－
川崎医療福祉大学 医療情報学科 岡田美保子
（３）国際生活機能分類（ＩＣＦ）による大学生活の評価と心拍数による身体活動強度の推定
－ 肢体不自由のある大学生を対象とした事例研究
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉マネジメント学専攻 修士課程 ○三田 岳彦
川崎医療福祉大学大学院 医療情報学専攻 博士課程 三上 史哲
川崎医療福祉大学大学院 医療情報学専攻 博士課程 樫部 公一
川崎医療福祉大学 医療秘書学科 今林 宏典
（４）自閉症の療育と家族支援の方策について
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○狩野 洋一
（５）自閉症の認知・言語の情報処理の特徴
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○森常 裕樹
（６）自閉症支援における評価の重要性
【 入所施設を利用する自閉症者に対するＡＡＰＥＰによる評価と職員の事前評価との比較から
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○山田 新二
（７）早期療育介入をうけた自閉症スペクトラム児をもつ母親のストレスに関する調査
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○年岡 陽子
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（８）乳幼児期における遊びの質および生活状況の日本と中国の比較
川崎医療福祉大学大学院
　
保健看護学専攻 博士課程 鍵小野美和
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ○妻 波
川崎医療福祉大学 保健看護学科 川出富貴子
藤田保健衛生大学 医学部 公衆衛生学講座 飯田 忠行
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 佐々木正美
（９）口唇裂・口蓋裂をもつ子供の母親の次子妊娠・出産への支援の現状
川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 修士課程 ○高尾 佳代
川崎医療福祉大学 保健看護学科 中新美保子
川崎医科大学 形成外科学 森口 隆彦
川崎医療福祉大学 保健看護学科 黒木 良和
川崎医療福祉大学 保健看護学科 升野 光雄
（１０）歌を歌うこと，音を聴くことによるリラクセーション作用 身体的および心理的変化
川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 修士課程 ○荒金英里子
川崎医療福祉大学 保健看護学科 川出富貴子
（１１）ヒト尿中タウリンおよび硫酸排世量測定による含硫アミノ酸代謝の評価
川崎医療福祉大学 臨床栄養学科 ○中村 博範
（１２）上喉頭神経刺激による２つの相反性反射の出現
川崎医療福祉大学大学院 リハビリテーション学専攻 博士課程 ○山形 隆造
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 古我 知成
（１３）起立運動時の％ＨＲに対する自覚的運動強度と二重積の関係
ハーベスト医療福祉専門学校 ○大槻 桂右
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 渡選 進
（１４）水中運動と酸素摂取量変化
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ○小野寺 昇
川崎医療福祉大学大学院 健康科学専攻 博士課程 関 和俊
川崎医療福祉大学大学院 健康科学専攻 博士課程 吉岡 新
川崎医療福祉大学大学院 健康科学専攻 博士課程 高原 暗全
川崎医療福祉大学大学院 健康科学専攻 博士課程 松本 希
川崎医療福祉大学大学院 健康体育学専攻 修士課程 平尾 匡祥
川崎医療福祉大学大学院 健康体育学専攻 修士課程 北村 萌
川崎医療福祉大学大学院 健康体育学専攻 修士課程 小宮山真世
川崎医療福祉大学 健康体育学科 西村 一樹
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研究発表要旨
（１）韓国における社会福祉教育体系の現状報告
福岡医療福祉大学 ○竹並 正宏
【要 旨】
韓国の社会福祉教育体系の現況を調べ，社会福祉
職の専門性と関連し， 大学で社会福祉教育が目指す
べき方向・社会福祉教育の現場との連携性・教授陣
の構成及び細部専攻区分・教科目の構成・学習内容
などと関連した問題・学部と大学院教育の差別性な
どを研究．
本研究では韓国の４年制大学の社会福祉学科の教
授全体を対象に郵便でアンケート調査を行った．韓
国の４０の大学の約２００人の教授にアンケ」トを２００７
年９月に郵送し，そのうち７０枚を回収．回収率は
３４．７％．実務者を対象にした調査は，韓国全国の社
会福祉の実務者のうち１０００人を選び，韓国社会福祉
協会の名簿を収集の枠として用い，４年生の大学を
卒業した学士以上の学位を持っている社会福祉専門
要員・社会福祉サービス機関・社会福祉収容施設の
従業員のうち任意に１００人を選んだ．実務者１０００人
を対象に郵便でアンケート調査を実施した．
韓国の大学の社会福祉教育が理論中心で行われ，
現場と十分に連携されていないこと，教授陣が不足
していること，福祉環境の変化に敏感に対処できな
いことなどは現在の社会福祉教育体系のおもな問題
として指摘されている．カリキュラム内容や組織は
主にアメリカで教育を受けた教授陣によって形づく
られ，大学院の学位授与の手続きは履修要件， 課程
修了試験，外国語必修科目，学位論文，口頭試験等ア
メリカと似ている．学部段階では取得のため約１４０
単位修める必要があり，約３２％は一般教養を履修．
韓国の大学では精神保健領域では，まだ精神保健
福祉士の国家資格にあたるものがなく，社会福祉士
が行っている．精神障害者のプログラムや家族支援
サービスを開発する必要があり，さらに学校環境の
内外で生じる暴力や家出，ネット中毒，薬物等の問
題が社会問題として台頭している． 学校，家庭，地
域を連携するスクールソーシャルワーカーの必要性
が認識され，今後社会福祉の教育体系はますます多
様化していく中で社会福祉の実践対象と領域を敏感
に把握し，積極的に対処する必要性がある．
川崎医療福祉大学大学院 医療情報学専攻 博士課程 ○樫部 公一
川崎医療福祉大学 医療情報学科 岡田美保子
【要 旨】
著者らは，工ＣＦ（国際生活機能分類）の活用支援
を目的として，「活動と参加」の領域について用語辞
書の開発を試み，昨年度の川崎医療福祉学会研究集
会で報告した．工ＣＦは様々な応用領域でＰＴ，ＯＴ
等の医療専門職の他， 教師やご家族により利用され
るが， 課題として，用語の難しさ， 項目数の多さ，
構造の複雑さ， 理解と活用の難しさが指摘されてお
り，単純なキーワード検索だけでは活用支援は困難
である．
そこで，様々な活用を支援するため，「活動と参加」
と「環境因子」の領域を対象として，工ＣＦに現れる
概念・用語と，項目の関係を整理したＩＴ対応工ＣＦ
概念用語辞書の開発を行っている． 開発には「障害
者福祉研究会コＣＦ国際生活機能分類 国際障害
分類改定版 ■」を用いた． 開発手順として，まず対
象領域４３７項目に対して形態素解析を行った．その
結果，基本用語として６，０４３語（重複を除くと２，０７０
語）が抽出された．続いて， 基本用語と分類項目の
関連を表す指標としてＦＬＲ値とｔ←ｉｄｆ値を計算し，
これらの分布について検討した．さらにＦＬＲ値と
ｔｆｉｄｆ値に対し主成分分析を行い，得られた第一主成
分を，基本用語と項目の関連を表す総合指標とした．
本辞書を工ＣＦブラウジングツールに組み込み，
工ＣＦ活用支援システムとして機能拡張をはかった．
たとえばキーワード検索では，該当する用語が辞書
にある場合は，関連のある「分類項目」「分類コード」
が関連度の高い順に表示される．工ＣＦはチェックリ
ストで活用されることが多いが， 様々な疾患や障害
別， 限定された場面や年代別等といったコアセット
の必要性が指摘されており， 各領域の専門家による
新たなコアセット・コードセットの作成支援ツール
として本システムの活用が期待される．用語辞書に
ついては， 各種の活用を通じて評価し，拡張してい
く予定である．
（２）ＩＣＦの活用支援に関する研究
川崎医療福祉大学大学院
　
医療福祉学専攻 修士課程 ○狩野 洋一
【要 旨】
国も本格的に発達障害児・者に対して対策を講ず
るべく２００４年１２月に成立，翌年４月より施行された
「発達障害者支援法」により，自閉症，アスペルガ」
症候群その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠
陥多動障害，その他のこれに類する脳機能の障害で
あってその症状が通常低年齢において発現するもの
を発達障害として法的に定義した，
これにより，発達障害が定義され，発達障害児．
者支援の理念を提示し，法的根拠を示したことで，
具体的に発達障害者支援センター運営事業が実施さ
れるなど，この法律が施行された意義は大きい．
しかし，現実には発達障害児（者）やその家族が
生活している地域での環境は，ほとんど以前のまま
であり，彼らの生きづらさは変わっていないのが現
状である．
そこで工市で実施された知的障害児童（者）や発
達障害児（者）の保護者へのアンケート調査をもと
に，工市の現状を分析し， 課題を見つけ出し個別目
標を設定する．
調査は，平成１８年６月２０日から平成１８年７月２１日
までの期間で実施し，知的障害児童（者）では１７３
名の回答があり，発達障害児（者）では３８名の回答
があった．
この調査の結果，子育ての中で知的障害児童（者）
は８７．５％が，発達障害児（者）は９６．７５％の保護者が
落ち込んだことがあると回答した． そして， 今，必
要としているものは，「アドバイス」７０．００％，「専門
療育」６６．７％であり，困った時に相談するところは，
「自閉症児・者支援センタ 」ー９０．００％，「障害者地
域生活支援センタ 」ー４０．００％という結果であった．
この結果から，工市では知的障害児童（者）や発
達障害児（者）およびその保護者を地域で支えるシ
ステムが脆弱であり，それが彼ら家族の不安を長期
化させ，子供たちの将来への希望を生み出せない元
凶となっていることが分かった．
この調査よりの課題を自立支援協議会で審議し，
市民や関係者の合意を得て，ハード面及びソフト面
の長期・短期の目標を設定した．目標は， 時により
変わるものなので，一定期間で見直しのリサーチを
実施することも必要と考える．
今日は，調査から見えてくる課題を元に，個別目
標設置を実施した過程及び組織の一端を報告する．
（４）自閉症の療育と家族支援の方策について
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（３）国際生活機能分類（ＩＣＦ）による大学生活の評価と心拍数による身体活動強度の推定
－肢体不自由のある大学生を対象とした事例研究－
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉マネジメント学専攻 修士課程 ○三田 岳彦
川崎医療福祉大学大学院 医療情報学専攻 博士課程 三上 史哲
川崎医療福祉大学大学院 医療情報学専攻 博士課程 樫部 公－
川崎医療福祉大学 医療秘書学科 今林 宏典
【要 旨】
本研究は，大学に於ける障害学生支援体制の整備，
充実に資する基礎研究として，肢体不自由のある女
子大学生を事例対象に，国際生活機能分類（ＩＣＦ）を
活用して学校生活における生活機能と障害を評価し
た．また，心拍数の長時間記録を手がかりに身体活
動強度を推定し，工ＣＦに反映されない身体的な負担
度や弊害についても検討した．被験者は脳性麻庫に
よる四肢麻庫があった（機能障害）．そのため，歩行
および移動に活動制限があり， それは滑りやすいス
ロープや手すりのない階段など環境的な阻害因子に
よってさらに増大した．被験者の友人や同僚との関
係は学業や学内コミュニティへの積極的な参加を促
すものであったが， 一方で， 普段コミュニケーショ
ンのないあるいは少ない対人関係や社会的態度は疎
外感や参加制約をもたらした．心拍数記録からは，
この障害学生の通常歩行や最速歩行の身体活動強度
が，それぞれ，健常学生の最速歩行や走行の強度に
匹敵することが明らかになった．本研究の結果から，
障害学生の支援を企画・実施する際には，物理的な
環境の改善のみならず， 障害の理解，対人関係，社
会的態度に関わる教育・啓発，また， 日常生活での
過大な身体的負担に起因する過用症候や合併症の予
防などに考慮すべきことが示唆された．また，多岐
にわたる支援を組織横断的にコーディネートする際
に，その専門領域である経営学の豊富な知識が有効
に活用できると考えている．なお， 本研究は肢体不
自由のある大学生１名を対象とした事例研究であっ
たが，引き続き被験者数を増やし，研究成果をより
一般化していきたい．
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（５）自閉症の認知・言語の情報処理の特徴
川崎医療福祉大学大学院
　
医療福祉学専攻 修士課程 ○森常 裕樹
【要旨】
本研究は自閉症の認知・言語の情報処理の特徴を
ＷＩＳＣ‐皿の群指数の比較，訳刀ＳＣ‐皿およびＫ‐ＡＢＣ
のプロフィール分析を行なうことによって検討する
ことであった．対象者は工Ｑが１００以上の男性の児童
１名であった．ＩＱを１００以上としたのは知的障害の
影響を考慮しないですむようにするためである．
Ｗ工ＳＣ‐皿の群指数の比較した結果は，「言語理解」，
「知覚統合」，「注意記憶」，「処理速度」の４つの群指
数のうち，「注意記憶」と「処理速度」の２つに低下
がみられた． 次に， ＷＩＳＣ－ｍおよび Ｋ‐ＡＢＣのプロ
フィール分析の結果は，「入力」の段階では情報の符
号化が弱く，「統合・貯蔵」の段階では継時処理（系
列化），視覚的系列化，聴覚および視覚の短期記憶が
弱く，「出力」の段階では視覚 運動の協応が弱い
ことが明らかとなった．加えて，「影響因」として不
安，集中力の低さ，被転導性， 注意の範囲，固執性
の存在が明らかとなった．また，長期記憶，習得知
識，知識の蓄え，いわゆる結晶性知識は強い能力と
して現れた．
これらの結果の情報処理の各段階の弱さは，ワー
キングメモリーの障害を示唆していると考えられた．
そこで Ｂａｄｄｅｌｅｙのワーキングメモリ」のモデルに
従うならば，そのモデルの中央実行機能が障害され
ていると考えられた．また，一般的に視覚的な能力
が優れていると言われている自閉症だが，継時処理
（系列化）あるいは視覚的系列化が弱い能力として
現れていることが示しているように，ものごとを順
序づけて利用することや処理することは優れている
とは言えないのである． したがって， ＴＥＡＣＣＨの
構造化にみられる左から右あるいは上から下に一貫
して整理した情報を提示することや， 注目すべき情
報を際立たせものごとを行なう手順を示すような視
覚的支援は自閉症にとってその能力の弱さを補い，
あるいは代償しており有用であると考察された．
（６）自閉症支援における評価の重要性
－ 入所施設を利用する自閉症者に対するＡＡＰＥＰによる評価と職員の事前評価との比較から
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○山田 新二
【要 旨】
近年， 自閉症者に対する評価のニーズが急速に高
まってきているが，それは， 評価をすることでそれ
ぞれの自閉症者のもつ能力や障害特性など，個別支
援計画のための手がかりとなる情報を客観的に明ら
かにすることができるからである．
米国ノースカロライナ大学で開発された， 自閉症
者，その家族， 関係者を対象にする全集規模の包括
的な支援プログラムであるＴＥＡＣＣＨプログラムで
は，常に診断と評価に重点を置いており，診断をす
るためにＣＡＲＳを開発し，評価をするためにＰＢＰ，
ＡＡＰＥＰを開発した．
ＴＥＡＣＣＨプログラムでは自閉症者一人ひとりに
対して必ず評価をし，その結果に基づき支援が展開
されていくのであるが，日本においてはこれまで
ＰＥＰ，ＡＡＰＥＰを用いた研究は，事例研究を除いて
はほとんどされてこなかった．
そこで本研究においては，入所施設を利用する成
人の自閉症者を対象に，ＡＡＰＥＰの直接観察尺度の
全項目について，現場で支援に関わる職員の利用者に
対する印象に基づく採点結果と，実際にＡＡＰＥＰを
実施した採点結果とを比較することにより，ＡＡＰＥＰ
による評価の意義について考察し， 自閉症者支援に
おける評価の重要性について言及することを目的と
する．
各対象者について勤続年数１年目あるいは２年目
の職員と勤続年数５年目以降の職員の２名の職員に
事前に採点をしてもらった．採点結果の点数は， 合
格を２点， 芽生え反応を１点，不合格を０点とし各
領域について採点した．
ＡＡＰＢＰの採点結果と職員２名による事前採点と
を比べた結果，その採点に大きく差がでる結果と
なった．統計的な差はでなかったが，差があること
自体が，自閉症者に対する理解の難しさと，評価の必
要性を示していると考える．ＡＡＰＢＰというフォー
マルな評価をすることで， 普段接するだけでは知り
得なかったその人の自閉症としての特性を客観的に
知ることができ， そこから支援案の見直し， 改善が
できる．ＡＡＰＥＰによる評価は自閉症者を支援して
いくための「はじめの一歩」であるといえる．
５５６
（７）早期療育介入をうけた自閉症スペクトラム児をもつ母親のストレスに関する調査
川崎医療福祉大学大学院
　
医療福祉学専攻 修士課程 ○年岡 陽子
【要 旨】
早期療育は， 自閉症スペクトラム児むことって有効
であり，その家族にも良い影響をもたらすとされて
いる．本研究では，家族の中で一番子どもとの関わ
りがあるであろう母親のストレスと早期療育の関連
性を検討することを目的とした．
研究方法は，質問紙を用いてＡ県内の①幼稚園ま
たは保育所と療育機関の二ヶ所に通う自閉症スペク
トラム児をもつ母親，②療育機関のみに通う自閉症
スペクトラム児をもつ母親を対象に，調査を実施し
た．質問紙の内容は，田中（１９９６）の母親のストレ
ス尺度，中嶋ら（２００４）の育児ストレス認知尺度な
どから構成した．
調査の結果，全体の回収数は，１２７名（３９．４％）で
あった．有効回答数は１０６名（８３．５％）であった．ま
た，各ストレス尺度に関して， 因子分析を行い， 因
子の検討を行った．その結果， 母親のストレス尺度
については， ２つの因子が抽出できた．また，育児
ストレス認知尺度については， ３つの因子が抽出で
きた．また， 母親のストレス尺度の平均合計得点と
育児ストレス認知尺度の平均合計得点の間に，有意
な関連が見られた．
次に，子どもが療育機関に通所し始めた際の母親
の心境の変化（「変わったと思う」「変わりない」 分
からない）の３群に分かれる）の有無による各スト
レス尺度の平均合計得点と各因子の平均合計得点に
ついて統計処理を行い，有意差を検討した．母親の
ストレス尺度においては，３群の差は５％水準で有
意差が認められた．また，育児ストレス認知尺度に
おいては，３群の差は１％水準で有意差が認められ
た．この結果より，他群に比べ「分からない」という
群の母親のストレスが一番高く，「変わりない」とい
う群の母親のストレスが一番低いことが分かった．
母親の心境の変化についての自由記述と，この分
析結果を照らし合わせ，更に分析を深めていきたい．
（８） 乳幼児期における遊びの質および生活状況の日本と中国の比較
川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 博士課程 鍵小野美和
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ○妻 波
川崎医療福祉大学 保健看護学科 川出富貴子
藤田保健衛生大学 医学部 公衆衛生学講座 飯田 忠行
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 佐々木正美
【要 旨】
【緒言】近年，社会の変化に伴い子どもの「遊び
の質」が変化し，テレビやゲームによる弊害が表面
化している．Ｒ．シュタイナーは７歳までの発達課題
を「意志」の育成としているが，遊びの質の変化に
伴い子どもの意志力が弱まり，子どもの「育ち」に
深刻な問題を投げかけている，そこで， 子どもの育
ちに重要な遊びの質と子どもの育ちとの関連を検討
することとした．【研究目的】乳幼児期における遊
びの質および生活状況に関する日本と中国の相違を
明らかにし， 学生の意志力の要素となる現在の認識
と乳幼児期の育ちとの関連をみることにより， 意志
力育成の基礎資料とする．【研究方法】対象は，研
究協力への承諾が得られた日本と中国の大学生５５２
名．調査方法は自記式質問紙調査法．本研究は川崎
医療福祉大学倫理委員会の承認を受けて実施．調査
内容は，乳幼児期の遊び・生活体験および生育環境，
乳児期の快感覚，基本的欲求， 意志力の要素となる
項目および対象者の属性など． 分析はＳＰＳＳを用い
て，×
２検定，Ｔ 検定， Ｍａｎ企Ｗ〆ｈｉｔｎｅｙ検定を実施．
いずれの分析においても有意水準５％未満．【結果．
考察】日本と比べて中国の大学生の方が，将来に対
する夢があり，意欲，忍耐力，コミュニケーション能
力，創造力があることが示された． 乳幼児期の「遊
び・生活体験」では， 中国の大学生は， 水遊び， 自
然素材での遊び，活動的な遊び，リズミカルな遊び，
坂道や階段の上り下り，ゲーム， 一人遊び，集団遊
び，抱っこされた体験が有意に高く，将来に対する
夢や意欲，忍耐力，コミュニケーション能力，創造
力に影響していることが推測された．また，乳児期
の幸福感および睡眠・お風呂・排？世の快感覚では中
国の方が有意に高く，乳児期の快感覚と基本的欲求
の快感覚が子どもの育ちに大切であることが推測さ
れた．さらに， 日常生活での祖父母や父母との遊び
やふれ合いが関連していることが示唆された．
５５７
（９）口唇裂・口蓋裂をもつ子供の母親の次子妊娠・出産への支援の現状
　
川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 修士課程 ○高尾 佳代
川崎医療福祉大学 保健看護学科 中新美保子
川崎医科大学 形成外科学 森口 隆彦
川崎医療福祉大学 保健看護学科 黒木 良和
川崎医療福祉大学 保健看護学科 升野 光雄
【要 旨】
口唇裂・口蓋裂は先天奇形の中で発生頻度が高い
疾患の１つである．日本の１万人あたりの出生頻度
は，口唇裂（口蓋裂合併も含む）は１６．０４人（０．１６％），
口蓋裂は４．５４人（０．０５％）と報告されている．その
主な原因は遺伝的要因，環境的要因が複雑に交錯し
た多因子遺伝である．口唇裂（口蓋裂合併も含む）
をもつ子どもの同胞の経験的再発率は４．０％と一般の
発生頻度と比べると２５倍に跳ね上がり，母親は，遺
伝的要因を理由に次子の妊娠について不安を抱えて
いるのではないだろうかと考えられる．そこで， 口
唇裂・口蓋裂をもつ子どもの母親の次子の妊娠・出
産時の気持ちと医療関係者からの支援の現状を明ら
かにすることを目的とし，アンケート調査を行った．
調査は，「Ａ病院口唇裂・口蓋裂専門外来」を受診
した患児の母親のうち，調査の趣旨を説明し同意の
得られた１０７名を対象に無記名自記式のアンケ」ト
調査を行った．その結果は， ①口唇裂・口蓋裂をも
つ子どもの母親が次子を考えた時， 半数以上が同疾
患であることを心配していた．②次子の心配につい
て， 約半数が誰かに相談しているが， 医療者への相
談は１割程度であった． ③母親は，次子の再発率を
実際より高く考えている傾向にあり， 分からないと
いう回答は３割であった．正確な知識を得ていた人
は１割であった． ④結婚当時ほしかった子どもの数
と実際の子どもの数には変化がないという回答が半
数以上であったが，減った理由の中では同疾患をも
つ子どもが生まれることへの不安が最も多かった．
以上より， 医療関係者は母親へ次子への不安の有無
についての確認を行い，相談できる場があることを
伝える必要性と，遺伝カウンセリングにおける情報
提供，心理的支援が有効であると考えられる．今後，
医療関係者や患者家族へ遺伝カウンセリングの存在
を更に周知する必要がある．
（１０）歌を歌うこと，音を聴くことによるリラクセーション作用 身体的および心理的変化
川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 修士課程 ○荒金英里子
川崎医療福祉大学 保健看護学科 川出富貴子
【要 旨】
【はじめに】現代の社会では，多くの人がストレスを
抱えながら生活を送っている． 今回は，リラクセ」
ションに焦点をあて，「音を聴くこと」「歌うこと」に
よるリラクセーション作用を測定することとした．
【目 的】学生の音を聴くこと，歌を歌うことによる
リラクセーション作用を主観的，客観的に評価し，
その作用を明らかにする．
【研究方法】研究協力が得られた学生２３名を対象に，
音聴取，歌唱および安静前後の身体的・心理的変化
を測定した． 身体的変化の測定は，ストレス測定器
ＢｉａｎｋａＺを用いて，頭部（神経系），胸部（循環器
系），下腹部（内分泌系）の３器官の測定を行なっ
た．また，心理的変化の測定には坂野らが開発した
気分調査票を基に「緊張と興奮」，「爽快感」の２因
子各８項目，計１６項目を用いた．
【結 果】 身体的変化は，音を聴く群において，頭
部（神経系）に有意な差がみられた．心理的変化は，
音を聴く群，歌を歌う群において，有意な差がみら
れた
【考 察】実験前後の身体的変化で有意にリラクセー
ションを示したのは，音を聴く群の頭部（神経系）
のみであった．また，心理的変化でも， 実験前後で
有意差がみられたのは，音を聴く群が最も多かった．
これは，脳波をα波に近づける音を聴くことは，神
経系をリラックスさせるとともに，気持ちを落ち着
かせる作用もあることを示している．心を落ち着か
せたり，活性化させたりという音楽に関する研究は，
曲を用いることが多いが，「音」においても心を落ち
着かせる作用があることが明らかになった．
【まとめ】 今回， 実験を行なった３群のうち， 身体
的・心理的に最も有意にリラクセーション作用がみ
られたのは音を聴く群であった．また，歌を歌う群
でも，心理面において有意な差がみられた．このこ
とから，何も刺激を受けずにただ安静を保つよりも，
音を聴いたり，歌を歌ったりという刺激がある方が
身体的にも心理的にもリラクセーション作用がある
ことが明らかになった．
５５８
（１１）ヒト尿中タウリンおよび硫酸排池量測定による含硫アミノ酸代謝の評価
川崎医療福祉大学
　
臨床栄養学科 ○中村 博範
【要 旨】
【目的】含硫アミノ酸（メチオニンとシステイン）の
硫黄部分の最終代謝産物はタウリンと硫酸である．
タウリンと硫酸はそれぞれの生理作用を果たしたあ
と，いずれも尿中へ排池される．したがって，尿中
のタウリンと硫酸排池量は，体内の含硫アミノ酸代
謝を反映すると考えられる．そこで，本研究では，
ヒトにおける含硫アミノ酸代謝をさらに明らかとし
ていくため，ヒト尿中のタウリンおよび硫酸排池量
の測定を行った．また，タンパク質代謝の指標であ
る窒素排世量との関係についても検討を行った．
【方法】試料には，女子学生３０名の２４時間尿を用
いた． タウリンは， 尿をアミノ酸のラベル化試薬
（ＤＡＢ工ＴＣ）で処理したあと，逆相クロマトグラ
フィーで定量した．硫酸は， 総硫酸（エステル硫酸
を加水分解したもの）と遊離硫酸をイオンクロマト
グラフィーで定量し，両者の差をエステル硫酸とし
た． 総窒素はＫｊｅｌｄａｈｌ法で定量し， 尿素窒素はジ
アセチルモノオキシム法で定量した． また， クレア
チニンはＪａｆｆｅ法で定量した．
【結果】尿中排池量（ｍｍｏｌ／２４時間，Ｍｅａｎ士ＳＤ）は，
それぞれタウリン０．８１土０．６０， 総硫酸１２．６５±３．７９，
遊離硫酸１１．９４±３．６２， エステル硫酸０．７１土０．５０， 総
窒素５２８．２士１３０．２， 尿素窒素４３０．９士１２７．６であった．
また，クレアチニン（ｇ／２４時間）は０．９８±０．１６であっ
た．尿素窒素との有意な相関（ｐ＜０．００１）は，総硫
酸（ｒ＝０．９０８）と遊離硫酸（ｒ＝０．８９４）で認められ，
タウリンでは認められなかった．また， 硫黄（タウ
リン十総硫酸）量と総窒素量でも有意な相関（ｒ＝
０．８９７，ｐ＜０．００１）が認められ， 回帰式の傾きは硫
黄量が総窒素量の２．５％程度であることを示した．
【結論】尿中のタウリンと硫酸の排推量を比較する
と，圧倒的に硫酸が多かった．また，硫酸は尿素窒
素と有意な相関を示し，タンパク質代謝を反映する
と考えられた．これらの結果は，ヒトにおける含硫
アミノ酸代謝の主経路が硫酸側であることを示すも
のである．また，尿中の硫黄量は総窒素量の２．５％程
度であることが分かった．
（１２）上喉頭神経刺激による２つの相反性反射の出現
川崎医療福祉大学大学院 リハビリテーション学専攻 博士課程 ○山形 隆造
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 古我 知成
【要 旨】
食物による窒息死亡事故は毎年４，０００件を越えると
され，その８割が高齢者だと言われている．食物によ
る窒息は，主に食物を飲み込む嚇下機能（ｓｗａｌｏｗｉｎｇ）
の低下のみならず，のどにつかえた食物を吐き出す
えづき機能（ｇａｇｇｉｎｇ）の低下もその要因とされて
いる． しかしながら，ｓｗａｌｌｏｗｉｎｇに関する研究はか
なり進んでいるが，ｇａｇｇｉｎｇについては未だ不明な
点が多く，さらに両反射の中枢の相互関係に関して
の研究は皆無である．そこで本研究では，大脳皮質
からの影響を除外するために中脳レベルでの除脳処
置を施したラットを用いて，その点を検討した．
両反射は， 咽喉頭領域からの求心▼性神経である上
喉頭神経を電気刺激することにより誘発した．両反
射の誘発を同定するために，舌骨上筋群，横隔膜，
肋間筋，腹直筋の筋活動および上部と下部の食道
の内圧を測定した． 低頻度もしくは低電流刺激を
与えた場合には，食塊を食道へと送り込む，いわゆ
るｓｗａｌｏｗｉｎｇが誘発された．逆に高頻度もしくは
高電流刺激を与えると，ｓｗａｌｏｗｉｎｇは抑制され，逆
に喉頭および食道内の食物を逆流させるｇａｇｇｉｎｇが
誘発された．上喉頭神経刺激のパラメーターを変化
させることにより， 全く異なる２つの相反性反射が
引き起こされた結果は，両反射を形成するシナプス
において異なる伝達物質が放出されている可能性を
示唆する．そこで本研究では，両反射に関与すると
報告されている神経伝達物質に対する受容体に関し
て，さらに検討した．ＮＭＤＡ型グルタミン酸受容
体桔抗薬であるＭＫ‐８０１の静脈内投与はｓｗａｌｏｗｉｎｇ
だけでなくｇａｇｇｉｎｇも有意に抑制した．一方， 幅
吐に関連するとされるサブスタンスＰ の ＮＫ，型
受容体桔抗薬である ＷＩＮ５１，７０８の静脈内投与は，
ｓｗａｌｏｗｉｎｇに対しては何ら影響を与えなかったが，
ｇａｇｇｉｎｇは有意に抑制した．
以上の結果より， 咽喉頭への適度な刺激は延髄
孤束核でグルタミン酸受容体を介しｓｗａｌｌｏｗｉｎｇを
誘発し，一方咽喉頭への過度な刺激は， 延髄孤束核
から中枢にかけてサブスタンスＰ受容体を介して
ｇａｇｇｉｎｇを発現している可能性が示唆された．
５５９
（１３）起立運動時の％ＨＲに対する自覚的運動強度と二重積の関係
　
ハーベスト医療福祉専門学校 ○大槻 桂右
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 渡選 進
【要 旨】
【はじめに】反復起立運動は運動療法の重要な介入
手段であり， 患者個人が自主的に行うことができる
運動でもある．臨床現場では最大心拍数（ＨＲｍａｘ）
の６０％もしくは７０％のＨＲを到達負荷の目安として
いる． また ＢｏｒｇｓｃａｌｅはＨＲと良い相関を示すた
め自覚的疲労度の指標として用いることが多い．し
かし，高齢者ではＢｏｒｇＳｃａｌｅとＨＲが必ずしも－
致するとは限らない．本研究の目的は，後期高齢者
と健常成人を対象とし，反復起立動作中のＨＲｍａｘ
の６０％と７０％の ＢｏｒｇＳｃａｌｅと循環応答の関係を分
析することである．
【対象と方法】研究に同意を得た後期高齢者１５名
（８２．９士６．０歳）と健常成人１８名（２７．０士５．７歳）とし
た． 反復起立運動は６０％ＨＲｍａｘと７０％ＨＲｍａｘに
達するまで実施した．循環指標は収縮期血圧（ＳＢＰ），
脈圧（ＰＰ），二重積（ＤＰ），心拍数（ＨＲ）とし，上
腕動脈からデジタル自動血圧計を用いて測定した．
統計解析はビアソンの積率相関係数を用いて検討し
た．また両群の循環応答とＢｏｒｇＳｃａｌｅの比較はｔ検
定にて検討した．５％未満を有意水準は５％未満と
した．
【結果】６０％ＨＲｍａｘと７０％ＨＲｍａｘ時点の Ｂｏｒｇ
Ｓｃａｌｅは両群ともに有意差が認められなかった．
しかしＳＢＰ，ＰＰは後期高齢者群で有意に大きかっ
た．しかしＤＰは健常成人群が有意に大きかった．
６０％ＨＲｍａｘのＢｏｒｇＳｃａｌｅと循環応答の相関関係は
後期高齢者群でＳＢＰ，ＰＰ，ＤＰに有意な相関が認
められたが，健常成人群ではＤＰのみに有意な相関
が認められた．７０％ ＨＲｍａｘの ＢｏｒｇＳｃａｌｅと循環
応答の関係は両群ともにＳＢＰ，ＰＰ， ＤＰに有意な
相関が認められた，
【結論】反復起立運動は％ＨＲｍａｘで予測したよりも
大きな負担が心臓にかかっているのではないかと考
えられる．
（１４）水中運動と酸素摂取量変化
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【要 旨】
水中では，どの方向に体を動かしても水の粘性抵
抗が負荷としてかかる．どの方向に体を動かしても
エキセントリックな収縮要素がほとんどないことが，
大きな特徴である． 水の物性である水位・水温・粘
性・浮力は， 水中運動時の酸素摂取量に影響を及ぼ
す要因である．水中立位で水位が膝関節・腰部・剣
状突起のように高くなれば，浮力が作用し酸素摂取
量は減少する．水温が３０℃よりも低くなれば酸素摂
取量が増加し，中立温度（３５℃前後）より高くなっ
ても同様に増加する．水温が体温よりも著しく低い
時に短時間で直腸温は低下する．このような環境に
置かれると， 目・ら熱を作るためにエネルギ」代謝を
増加させ， 体温の低下を防ぐように体温調節機能が
はたらく．一連の対応は，生体が内部状況を一定に
保って生存を維持する現象である（恒常性）．代表的
な例は，寒い時の
”ふるえ”（シバリング：ｓｈｉｖｅｒｉｎｇ）
である．粘性が高いほど酸素摂取量は，増加する．
ヒトが水中を移動する観点（動作）からみると上下
移動，左右移動， 前後移動の順にエネルギー代謝が
大きくなる．移動方向にかかる体表面積の大きさの
順序に従って変化する．上下動作は， 浮力の影響が
加わるために，最も酸素摂取量が少ない．水中運動
の基本的な動作は， 上下・左右・前後の３つから構
成されている． 曲の拍子（ビート・リズム．テンポ）
が速くなると酸素摂取量は増加することから曲の拍
子を運動強度の指標として活用できる．動きの速さ
を変化させる手段は，水の粘性抵抗を利用したもの
である．プール歩行時の酸素摂取量は， 歩行速度と
水位の増大とともに大きくなる．プール歩行時の酸
５６０
素摂取量は， 速度が同じであれば陸上歩行時よりも
　
ル歩行よりもプール歩行の酸素摂取量が大きくなる．
大きい．水中歩行では，空気抵抗よりも水の粘性抵
抗が大きいことから， 同じ速度でも水中トレッドミ
